
図画工作

内容の取扱いと指導上の留意点はどうなっているのか。
（材料や用具）

第２の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。

(3) 材料や用具については，次のとおり取り扱うこととし，必要に応じて，当該学
年より前の学年において初歩的な形で取り上げたり，その後の学年で繰り返し取
り上げたりすること。

土，粘土，木，紙，クレヨン，パス，は 十分に慣れることがで
さみ，のり，簡単な小刀類など身近で扱い きるようにすること。

第 やすいもの
１
学
年 ●土（山や田の土，砂場の砂など） ●粘土（土粘土，油粘土，紙粘土）

及 ● 木（枝，根っこ，木片，おがくずなど）

び ● 紙（画用紙，厚紙，新聞紙，段ボール，大きな包装紙など）

第 ● クレヨン・パス（描画材としての用具であり，形や色をもつ材料でも

２ ある。）

学 ● はさみ・のり（切断や接着の用具。その他に粘着テープもある。）

年 ● 簡単な小刀類（扱いやすいカッター，児童の手に合った安全な小刀）

● その他（小物や布きれ，貝殻，共用の水彩絵の具，安全な接着剤）

第 木切れ，板材，釘，水彩絵の具，小刀， 児童がこれらを適切に扱う
３ 使いやすいのこぎり，金づちなど ことができるようにする。
学
年
及 ● 木切れ，板材，釘（切ってつないだり，組み合わせたりするのに

び 適切な材料）

第 ● 小刀，使いやすいのこぎり（児童の手に合ったもの，扱いやすい

４ もの，その他に木の表面に模様を入れるとき使う彫刻刀）

学 ● 水彩絵の具（重ねて塗ったり，混ぜたり，にじませたり，ぼかし

年 たりしていろいろな形や色をつくれる。クレヨンやパスとの併用も

容易である。）

● その他（厚紙や空き容器，布，紙，ひもなど）

「土，粘土，木，紙」は，児童が興味や関心などを

もち，体全体でかかわることもできる材料である。

材料や用具の安全な使い

方に気を付けながら

指導に当たっては材

料や用具の準備につい

て，児童のそれまでの

経験に配慮するととも

に，題材の内容や指導

のねらいによって，種

類や範囲，数量を変え

るなどして児童が基本

的な扱いに関心をもつ

ようにする。

指導に当たっては，刃こ

ぼれなどがないかを確認し

たり，彫りやすい板材を使

ったりするなど，児童が安

全に扱えるよう配慮するこ

とが重要である。また，前

学年で使った用具について

は，一層その扱いに慣れ，

自分の表現に生かす体験を

深めるようにする必要があ

る。

用具の特性をとらえ，表したいことに合わせて使う。「釘，金づち」が新たに加わった。

「水彩絵の具」は，この学年の児童が形や色を表すために適した用具



第 針金，糸のこぎりなど 児童が表現方法に応
５ じてこれらを活用でき
学 るようにする。
年 ● 針金

及 ・ ペンチなどを用いて適切な長さに切って使ったり，

び 材料同士をしばったりすることでいろいろな作品をつ

第 くることができる材料である。

６ ・ 太い針金は，クランクにしたり，バランスをとれる

学 ようにしたりすることで，動く仕組みをつくることが

年 できる。

● 糸のこぎり

・ 板材を曲線に切ったり，切り抜いたりするなど切断

が自由にできる。

使うことによってできた材料の形などの面白さから発想を

広げたり，表したいことの必要に応じて活用したりする。

指導に当たっては，初めて扱う用

具については，基本的な扱い方を踏

まえた上で，用具を使うこと自体を

楽しむようにする。前学年までに経

験した用具は，その使い方に慣れる

ようにするとともに，簡単な手入れ

をしたり，それらを大切にしたりす

る習慣が身に付くようにする。集め

る材料の種類や使い終わった材料の

処理などについては，ごみの分別や

環境に対する配慮が必要。

コンピュータ，カメラ，コ

ピー機などの機器を利用する

ことについては，造形活動や

鑑賞活動で用いる用具の中の

一つとして扱うとともに，必

要性を十分に検討して利用す

ることが大切である。

アルミ針金のように柔らか

いものは，布などの他の材料

と併用するなどして，表現の

幅を広げることができる。

児童の発想や構想

などに幅ができる。

「針がね」が今回

新たに加わった。


